職種：プレス加工　　職務：冷間鍛造加工

【概要】

　プレス機械に製品の金型を取り付け、常温で鍛造することで、熱間鍛造に比べて非常に大きな圧縮応力をかけ、材料の塑性変形による機械的性質を改善し、精度の高いものを成形する仕事。

【仕事の内容】

　冷間鍛造加工は、まず作業の段取り、材料の選定等を適切に理解・実施したうえで、金型をプレス機械に取り付ける。加工する材料をプレス機械に入れて試し打ちを行い、その結果が作業標準、検査基準に合っているかどうかを測定器などで確認し、必要がある場合は金型を調整する。材料をプレス機械の所定の位置に入れてスイッチを押すと、金型によって材料が加工される。自動プレス機を用いる場合には、金型取り付けと制御盤の監視・操作を行う。

　なお冷間鍛造は熱間鍛造に比べて精度の高いものを生産する事が可能だが、常温で鍛造する為、被加工物の硬度が高くなり、大きな成形圧力を必要とする。そのため、比較的小さい物に適しており、またワークと金型との硬度の差が小さくなるため、金型自体の設計が難しくなる。プレス作業においても金型が非常に大きな圧縮応力を受けやすく、金型の早期破損、摩耗、製品寸法・表面不良に十分注意を払わなければならない。冷間鍛造加工の終了後は、後始末を実施する。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。中学や高校を卒業してすぐに入職する者が中心であるが、最近では中高年の未経験者が他職種から転職してくる場合もある。

（2） 技能検定（金属プレス加工）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 金属プレス加工の技能者として必要な資質は、金属プレス加工の作業やプロセス、工作機械に対する興味や関心を持っていること、さらには技能向上への意欲をもっていること、そして心身ともにタフであること等が挙げられる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定

金属プレス加工職種（特級）
金属プレス加工職種（金属プレス作業）（１級・２級）
· プレス機械作業主任者

【労働省職業分類（小分類）との対応】

５５２　　金属プレス工

